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ネ
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環
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研究者として成長できる 教育 ・ 労働条件を実現しよう

団体交渉報告その⑨

（１）　第１６６号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　週刊あのつ　　　　　　　　　　　　　２０１７年　５月　９日（火）

支部執行委員会
＊教職員組合人文学部支部の執行委員会

を下記の要領で開催いたします。支部組合

員はどなたでも参加できますので、お気軽

にお越しください。

　日時：５月15日（月）17:00～

　場所：小会議室

三重大学に存在する

研究支援メニュー

2017年度中に
セキュリティ対策案

　

「
今
年
の
春
頃
に
、
学
外
と
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
が

不
安
定
に
な
る
事
象
が
何
度
か

発
生
し
ま
し
た
。
学
生
の
就
職

活
動
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
の
Ｗ
ｅ
ｂ
エ
ン
ト
リ
ー
も

増
え
て
い
る
状
況
で
、
学
内
Ｌ

Ａ
Ｎ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接

続
の
安
定
化
に
つ
い
て
、
学
長

の
見
解
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
」

と
の
質
問
に
対
す
る
や
り
と
り

は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

矢
崎
　
２
０
１
６
年
３
月
か
ら

４
月
に
か
け
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
に
通
信
障
害
が
断
続

的
に
発
生
し
、
全
学
の
業
務
遂

行
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
こ
れ

「
こ
れ
は
大
学
と
し
て
も

力
を
入
れ
て
や
っ
て
い
る
と
」
…
…

（
組
合
側
）

は
、
全
学
用
の
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー

ル
の
装
置
の
更
新
ソ
フ
ト
に
バ

グ
が
あ
っ
た
た
め
。
そ
れ
で
、

２
０
１
６
年
９
月
末
に
５
年
間

の
５
年
間
の
レ
ン
タ
ル
契
約
で
、

こ
の
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
の
装

置
を
拘
束
信
頼
性
の
最
新
機
器

に
置
き
換
え
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
の
攻
撃
探
知
機
能
お
よ

び
遮
断
機
能
の
強
化
を
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
フ
ァ
イ
ア

ウ
ォ
ー
ル
に
か
ら
む
接
続
の
不

安
定
性
の
問
題
は
現
在
は
解
消

さ
れ
た
。
今
後
の
利
用
に
対
応

し
て
、
中
長
期
的
な
戦
略
に
も

と
づ
い
て
、
順
次
す
す
め
る
。

伊

藤
　

問

題

は
フ
ァ
イ
ア

ウ
ォ
ー
ル
が
二
重
化
し
て
い
な

い
。
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
な
い
。

矢
崎
　
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル

の

金

額

は

高

い
。
１
つ
買

う
の
に
せ
い
ぜ
い
で
あ
る
。

５
０
０
０
万
の
も
の
を
使
っ
て

い
る
が
、
本
来
お
金
が
あ
れ
ば
、

２
億
円
く
ら
い
の
フ
ァ
イ
ア
ー

ウ
ォ
ー
ル
を
つ
け
な
い
と
ダ
メ

で
は
な
い
か
。
個
人
情
報
等
が

外
に
も
れ
た
ら
、
三
重
大
学
が

新
聞
の
一
面
を
か
ざ
る
。

伊
藤
　
予
算
は
ど
こ
の
予
算
？

矢
崎
　
総
情
セ
ン
タ
ー
。

伊
藤
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ル
ー
ム

を
維
持
す
る
予
算
も
な
い
か
ら

１
年
生
に
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
を
買
わ

せ
る
。
そ
こ
は
悩
ま
し
い
が
、

予
算
を
増
や
す
の
は
難
し
い
？

矢
崎
　
こ
れ
以
上
増
や
す
の
は

難
し
い
。

伊
藤
　
10
年
か
20
年
ス
パ
ン
で

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
立
て
て

い
る
の
か
。

矢
崎
　
文
科
省
の
指
導
で
、

こ
こ
数
年
で
計
画
を
立
て
、

２
０
１
７
年
度
中
く
ら
い
に
は

全
学
的
に
お
示
し
で
き
る
。

小
田
　
こ
れ
は
大
学
と
し
て
も

力
を
入
れ
て
や
っ
て
い
る
と
。

矢
崎
　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
。

※調べたところ、以下のよう

な研究支援制度があるようで

す。運用実態やその使い勝手

など、組合として調査します。

○人事課所管

　サバティカル

　研究休職

　長期出張

　私費渡航（研修規程）

○研究支援チーム所管

　　在外研究

　　内地研究員

　　学術振興会特別研究員

○国際交流チーム所管

　交換留学にともなう指導




